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浸水被害軽減対策（案）の

浸水シミュレーション結果について
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１．目的

令和４年７月に開催した市民説明会において，令和元年東日
本台風（台風第１９号）の再度災害防止に向けた浸水被害軽減
対策（案）について，ご説明いたしました。
このうち，根川雨水幹線へのポンプ設備等の設置をはじめと

する中長期的なハード対策（案）については，大規模な工事を
伴うことから，完了まで長期間（令和１０年度完了を想定）を
要します。
市民の皆様の防災行動への取組に繋げていただくため，浸水

被害軽減対策（案）の令和１０年度までの進行状況に応じた，
各段階における浸水状況のシミュレーション結果を公表します。
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（注１）再度災害防止とは，過去の災害時と同様の降雨により，
再び同規模の被害が生じることを防止することを表します。

（注２）中長期的なハード対策（案）については，令和４年度に浸水被害軽減総合計画を
策定し，正式に決定します。また，令和１０年度の完了想定は，ポンプ規模を基に，
標準的な期間を見込んで設定したものであり，令和５年度までに実施予定の基本設計で
工事手順や全体工程を検討し，令和６年度に実施予定の詳細設計で具体的な工法や
詳細な工程を検討する予定です。



２．浸水被害軽減対策の実施状況
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No.
完了時期・
完了予定時期

浸水被害軽減対策の内容
実施
状況

シミュレー
ションへの

反映

解説の
ページ

１ 令和 ２年５月 小河内ダムの治水利用に関する協定 実施済 ○ 11，12

２ 令和 ２年７月 水位計等の設置 実施済 13，14

３ 令和 ２年８月
多摩川からの逆流を防止する排水樋管の最適操作
（樋管の操作規則の策定）

実施済 ○ 15

４ 令和 ４年５月 排水樋管等の遠隔操作化 実施済 16

５ 令和 ４年８月 根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置 実施済 ○ 17

６ 令和 ７年３月
多摩川の河道掘削
（多摩川緊急治水対策プロジェクト）

実施中 ○ 18，19

７ 令和１１年３月
根川雨水幹線へのポンプ設備等の設置
（再度災害防止に向けた中長期的なハード対策）

実施
予定

○ 20



３．浸水シミュレーションの検討ケース
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検討段階 想定期間 浸水被害軽減対策の内容

段階０ － 令和元年東日本台風の再現計算

段階１
現在（令和４年９月）

～令和７年３月
①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の最適操作
②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置

段階１
（参考）

令和４年９月～令和７年３月
①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の最適操作
②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置
③小河内ダムの治水利用

段階２ 令和７年４月～令和１１年３月
①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の最適操作
②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置
③多摩川の河道掘削

段階３ 令和１１年４月～

①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の最適操作
②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置
③多摩川の河道掘削
④根川雨水幹線へのポンプ設備の設置

※河道掘削による各年度の水位低下効果を算出することができないことから，河道掘削完了予定の令和７
年４月からその効果を見込み，計画降雨（令和元年東日本台風の実績降雨）に対して多摩川の水位が計
画高水位となることとした。

※小河内ダムの治水効果は，国において定量的に効果の算定が行われていないことから，0.3ｍの多摩川の
水位低下効果があるものと想定。



４．浸水シミュレーションの結果
（１）結果一覧表
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検討段階 地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６ 地点７ 地点８
参考

ページ

段階０ 1.23 1.56 1.81 0.68 1.22 0.98 0.68 0.75 6

段階１ 0.93 1.27 1.42 0.39 0.93 0.68 0.38 0.48 7

段階１（参考） 0.70 0.98 1.09 0.12 0.69 0.44 0.09 0.27 8

段階２ 0.59 0.87 0.90 0.00 0.56 0.31 0.00 0.08 9

段階３ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 10

地点５

地点１

地点２

地点３

地点６

地点４

地点７

地点８

単位：ｍ浸水深



４．浸水シミュレーションの結果
（２）段階０（令和元年東日本台風の再現計算）
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検討段階 地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６ 地点７ 地点８

段階０ 1.23 1.56 1.81 0.68 1.22 0.98 0.68 0.75

地点１

地点２

地点３

地点５

地点４

地点６

地点７

地点８

浸水深凡例

0.05～0.25m

0.25～0.50ｍ

0.50～0.75m

0.75～1.00m

1.00～1.25m

1.25～1.5m

1.5m～

単位：ｍ浸水深



４．浸水シミュレーションの結果
（３）段階１（現在（令和４年９月）～令和７年３月）
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検討段階 地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６ 地点７ 地点８

段階１ 0.93 1.27 1.42 0.39 0.93 0.68 0.38 0.48

地点１

地点２

地点３

地点５

地点４

地点６

地点７

地点８

浸水深凡例

0.05～0.25m

0.25～0.50ｍ

0.50～0.75m

0.75～1.00m

1.00～1.25m

1.25～1.5m

1.5m～

単位：ｍ浸水深

【対策の内容】
①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の
最適操作

②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置



４．浸水シミュレーションの結果
（４）段階１（参考）（令和４年９月～令和７年３月）
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検討段階 地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６ 地点７ 地点８

段階１（参考） 0.70 0.98 1.09 0.12 0.69 0.44 0.09 0.27

地点１

地点２

地点３

地点５

地点４

地点６

地点７

地点８

浸水深凡例

0.05～0.25m

0.25～0.50ｍ

0.50～0.75m

0.75～1.00m

1.00～1.25m

1.25～1.5m

1.5m～

単位：ｍ浸水深

【対策の内容】
①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の
最適操作

②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置
③小河内ダムの治水利用



４．浸水シミュレーションの結果
（５）段階２（令和７年４月～令和１１年３月）
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検討段階 地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６ 地点７ 地点８

段階２ 0.59 0.87 0.90 0.00 0.56 0.31 0.00 0.08

地点１

地点２

地点３

地点５

地点４

地点６

地点７

地点８

浸水深凡例

0.05～0.25m

0.25～0.50ｍ

0.50～0.75m

0.75～1.00m

1.00～1.25m

1.25～1.5m

1.5m～

単位：ｍ浸水深

【対策の内容】
①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の
最適操作

②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置
③多摩川の河道掘削



４．浸水シミュレーションの結果
（６）段階３（令和１１年４月～）
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検討段階 地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６ 地点７ 地点８

段階３ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

地点１

地点２

地点３

地点５

地点４

地点６

地点７

地点８

浸水深凡例

0.05～0.25m

0.25～0.50ｍ

0.50～0.75m

0.75～1.00m

1.00～1.25m

1.25～1.5m

1.5m～

単位：ｍ浸水深

【対策の内容】
①多摩川からの逆流を防止する排水樋管の
最適操作

②根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置
③多摩川の河道掘削
④根川雨水幹線へのポンプ設備の設置



５．浸水被害軽減対策の概要
（１）小河内ダムの治水利用

11出典：多摩川緊急治水対策プロジェクト（京浜河川事務所HP）多摩川流域協議会(令和4年3月10日) 資料ー２－１



５．浸水被害軽減対策の概要
（１）小河内ダムの治水利用
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・平成19年9月の石原観測所における水位と流量の関係（左のグラフ）から，小河内
ダムからの放水量を減らしたときの多摩川の水位低下量を以下のように推定した。

・令和元年東日本台風時の小河内ダムからの放水量の最大値は750㎥/秒であった。
・ダムからの放水量が0㎥/秒のとき，多摩川の流量が最大で750㎥/秒減少すること
から，その時の多摩川の水位低下量は，グラフから約0.5ｍとなる。

・安全側を考慮し，ダムからの放水量を750㎥/秒ではなく，300㎥/秒（実績最大放
水量の４割（750×0.4=300㎥/s））とした場合を想定すると，多摩川の水位低下
量は0.3ｍと推定される。

令和元年東日本台風における小河内ダムからの放水量



■水位計等設置個所（5ヵ所に設置）

目的：令和元年の台風19号の被害を踏まえた水害対策の一環として、水位計・監視カメラ
を市内の水路に設置

内容：水位情報や画像をインターネットで公開

行政境

六郷排水樋管
（狛江市管理）

⑤

④

③

①②調布排水樋管

多摩川
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５．浸水被害軽減対策の概要
（２）水位計等の設置



設置機器 数量

超音波式水位計 ２台

Webカメラ 3台

雨量計 １台

流向流速計 １台

無停電電源装置

太陽電池ユニット

目的：観測機器の設置により、河川水の逆流発生の状況を確認し、排水樋管ゲートの操作
を確実化するとともに、市民にリアルタイムで排水樋管の情報を共有

内容：排水樋管内外の水位計、流向計、監視カメラ等を設置し、水位情報や映像を
インターネットで公開
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■水位計等設置個所

５．浸水被害軽減対策の概要
（２）水位計等の設置



５．浸水被害軽減対策の概要
（３）多摩川からの逆流を防止する排水樋管の最適操作（操作規則の策定）

堤防
ゲート
排水樋管

0ｍ

2.0ｍ
3.0ｍ
3.7ｍ

5.2ｍ

多摩川

逆流
順流

計画高水位

住宅地側最低地盤高

②
③④
⑤⑥

⑦

①
変更のポイント
★逆流を確認したら樋管を閉じる
★3.7mになったら順流でもポンプを稼働
★河川の計画高水位以上になると
河川へ排水できないため、樋管を閉じて
ポンプを停止し、職員は退避する。

樋管敷高からの高さ 流れの向き 職員 樋管 ポンプ
見直し
内容

⑦ 5.2m 計画高水位 到達 - 退避 閉塞 停止 追加

⑥ 3.7m 住宅地側最低地盤高 以上 逆流 閉塞 稼働 追加

⑤ 3.7m 住宅地側最低地盤高 以上 順流 水位監視 開放 稼働 追加

④ 3.0m 以上 逆流 閉塞 稼働 追加

③ 3.0m 以上 順流 水位監視 開放 準備 追加

② 2.0m 到達
現場に常駐し、水位観
測

開放 ー 変更なし

① 2.0m 未満 巡回監視 開放 ー 変更なし
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５．浸水被害軽減対策の概要
（４）排水樋管等の遠隔操作化

目的：職員退避時等においても、ゲート開閉等を可能とする

内容：六郷排水樋管・調布排水樋管のゲート設備及び排水ポンプを、市役所庁舎から

遠隔操作化
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■樋管操作の遠隔操作化



５．浸水被害軽減対策の概要
（５）根川第１雨水幹線への逆流防止ゲートの設置

目的：浸水被害軽減対策として、根川雨水幹線から根川第１雨水幹線への

逆流の防止

工期：令和４年10月末（ゲート設置は８月末）

逆流防止ゲート（フラップゲート）の機能

アーム

ストッパー

張出し
戸当り

常に開放しているので
スムーズな排水が可能

扉体
排水

張出し 戸当り

ストッパー

アーム

扉体 排水

通常時

アーム

ストッパー

張出し
戸当り

扉体

浮力

戸当り

浮力

張出し

ストッパー

アーム

扉体

増水時
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工事位置

■逆流防止ゲート（フラップゲート）設置



■国土交通省 多摩川緊急治水対策プロジェクト（進捗状況）

A-7. 河道掘削・樹木伐採（国土交通省）

18出典：多摩川緊急治水対策プロジェクト（京浜河川事務所HP）多摩川緊急治水対策プロジェクトの進捗状況

５．浸水被害軽減対策の概要
（６）多摩川の河道掘削
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５．浸水被害軽減対策の概要
（６）多摩川の河道掘削



５．浸水被害軽減対策の概要
（７）根川雨水幹線へのポンプ設備等の設置
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③連絡管

（根川第２雨水幹線と
根川雨水幹線を結ぶ）

②ポンプゲート

（根川雨水幹線）

①定置式ポンプ

（根川雨水幹線）

主な浸水域

目 的：多摩川から根川雨水幹線への逆流防止
はきだしすいそう

根川雨水幹線から吐出水槽を経由して、
水位の高低差で多摩川に雨水を排水

施設概要：φ1,000mm 150m3/分（=2.5m3/秒）×2台
＜合計で300m3/分（=5.0m3/秒）＞

②ポンプゲート

目 的：根川第2雨水幹線の水を根川雨水幹線に
通すことにより、根川第1・第2雨水幹線の
主な浸水域（右図）の水を多摩川へ排水

施設概要：ボックスカルバート,1600mm×500mm,
L=10m,逆流防止機能あり

③連絡管

はきだしすいそう

目 的：根川雨水幹線から吐出水槽を経由して、
水位の高低差で多摩川に雨水を排水

施設概要：φ1,200mm 180m3/分（=3.0m3/秒）×1台

①定置式ポンプ

逆流防止ゲート

（根川第1雨水幹線）※現在工事中


